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　６月28日（木）以降，中国大陸から日本海を通って北日本に停滞していた梅雨前線は，７月４日
（水）にかけて北海道付近へ北上した後，翌５日（木）には西日本まで南下し，その後停滞した。
　また，６月29日（金）に日本の南海上で発生した台風第７号は，東シナ海を北上し，対馬海峡付
近で進路を北東に変えた後，７月４日（水）15時に日本海で温帯低気圧に変わった。
　これらの前線や台風第７号の影響により，日本付近に暖かく非常に湿った空気が供給され続け，
西日本を中心に全国的に広い範囲で記録的な大雨となった。
　６月28日（木）から７月８日（日）までの総降水量が，四国地方で1,800ミリメートル（以下「ミリ」
という。），東海地方で1,200ミリを超えたところがあるなど，７月の月降水量平年値の２倍から
４倍となる大雨となったところがあった。また，九州北部，四国，中国，近畿，東海，北海道地
方の多くの観測地点で，24時間，48時間及び72時間降水量の値が観測史上１位となるなど，広い
範囲において長時間の記録的な大雨となった。
　なお，広島県では，７月６日（金）昼過ぎから翌７日（土）の朝方にかけて大雨となり，県内では
初めてとなる「大雨特別警報」が，安芸太田町を除く22市町に発表された。

　気象庁では，今回の豪雨の発生要因を調査し，７月13日（金）に速報的に公表した後，８月10日
（金）に開催された異常気象分析検討会の検討結果を踏まえ，同日，改めて豪雨発生の気象要因に
ついて，次のとおり公表した。

　７月５日から８日にかけての西日本を中心
とした記録的な大雨の気象要因について解析
した結果，西日本を中心に長期間かつ広範囲
で記録的な大雨をもたらした気象要因は，次
の３つと考えられる。
（Ａ）�多量の水蒸気を含む２つの気流が西日本

付近で持続的に合流
（Ｂ）�梅雨前線の停滞・強化などによる持続的

な上昇流の形成
（Ｃ）局地的な線状降水帯の形成
　ここで，（Ａ）と（Ｂ）が主な要因であり，（Ｃ）
の寄与が大きい地域もあった。

� （出典：気象庁「災害時自然現象報告書 2019年第２号」（平成31年３月５日））

　本市では，７月５日（木）朝方から７日（土）朝方までの48時間雨量が，市内各地で500ミリを超
えており，年間降水量の平均値が1,381ミリであることを鑑みると，この48時間で年間降水量の
約３分の１以上の雨が降ったことに相当している。
　同月６日（金）の18時から21時にかけての市内各地の観測値では，時間雨量約60ミリを観測して
おり, 市全域での日雨量（６日０時～ 24時）においても累加雨量が300ミリを超え，特に，野呂川

１ 気象の概要

⑴ 豪雨発生のメカニズム

⑵ 降雨量の推移

第１章　気象の概要と被害の状況

図　７月５日から８日の記録的な大雨の気象要因
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ダム観測所などでは400ミリを超える雨量を観測した。
　この激しい雨は，３～４時間程度で一旦，小康状態となったが，翌７日（土）３時から６時にか
けて，時間雨量約50ミリの降雨により，被害を拡大させることとなった。
　なお，発達した雨雲は，市域の西側から東側へゆっくりと移動したため，下のグラフのとおり
西側の天応地区（天応観測所）と東側の安浦地区（野呂川ダム観測所）の雨量データにおいて，降雨
量のピークに１時間程度の差が生じている。
　下表は，市内の地域気象観測所３地点における観測史上１位を記録した降水量を示しており，
倉橋では，最大１時間から72時間までの７項目全てにおいて観測史上１位を記録した。

呉特別地域気象観測所
（市域中央）
累加雨量 484.5mm
7/3 6：30 ～ 7/8 18：30
時間雨量　51.5mm
7/6 19：00 ～ 20：00
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野呂川ダム観測所
（市域東側）
累加雨量 677.0mm
7/3 6：50 ～ 7/9 7：30
時間雨量　63.0mm
7/6 20：00 ～ 21：00
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天応観測所
（市域西側）
累加雨量 468.0mm
7/3 6：50 ～ 7/8 18：00
時間雨量　55.0mm
7/6 19：00 ～ 20：00
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図　観測所３地点における降雨期間中の累加雨量（折れ線グラフ）及び時間雨量（棒グラフ）

表　観測史上１位を更新した地点降水量（アメダス観測値による統計）

呉 倉橋 蒲刈

最大1時間降水量 59.5 46.0（2013/08/25）

最大３時間降水量 109.5 82］ （1992/08/08）

最大６時間降水量 136.0 113（1980/07/09）

最大12時間降水量 246.5 213.5（2009/07/25） 230.5 150（1980/07/09） 216.5 191.5（2009/07/25）

最大24時間降水量 309.5 224（1983/09/28） 290.5 193（1983/09/28） 327.5 195.5（2009/07/25）

最大48時間降水量 402.0 260（1993/07/28） 388.5 286（1980/07/11） 431.0 223.5（2009/07/26）

最大72時間降水量 465.0 281（1983/09/28） 456.5 328（1980/07/11） 498.0 230.5（2009/07/27）
※1　各地点の右欄は，これまでの観測史上１位降水量及び括弧内に年月日を示す。
※2　］：欠測が含まれる（資料不足値）。

（単位：mm）
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図　中国地方における地上雨量観測に基づく総降水量，及び，各継続時間最大降水量

（出典：土木学会中国支部西日本豪雨災害調査団報告書）

コラム
～豪雨災害を通して～

　2018年７月豪雨による土砂災害の特徴は，圧倒的に降水量が多い状況での災
害だったことであり，この点は，地形が改変したかと思うほどの被害が発生し
た2017年７月九州北部豪雨と共通しています。
　広島県内で多発した土砂洪水氾濫は，土石流を発生させた後も強い降雨が長時間継続し，大量
の水が土石流として流出した不安定な土砂を巻き込んで，河道を埋没させながら周辺の道路や低
地に侵入して無秩序に流下していく現象であったと考えられます。
　崩れた土砂が，さらに予想外の動きをすることが通常の土砂災害との違いであり，大学におい
ては，水の研究者と地盤の研究者が協力して研究に取り組んでいます。このような豪雨が，西日
本で２年続いて発生したことを踏まえ，私たちは今後も起こりうるものと考えて想像力を発揮し，
ソフト対策，ハード対策の両面から備えていく必要があります。

『相乗型豪雨災害』の被害状
況とメカニズムとは

砂防の視点から『相乗型豪雨
災害』に対する今後の取り組
みを考える

『相乗型豪雨災害』が交通にも
たらしたものと今後への備え

１時限 時限 時限： ～ ： ： ～ ～

お問い合わせ先 広島大学呉サテライト （平日 ～ ）
 

写真 写真 

平成３０年７月豪雨災害は、広範囲にわたる土砂災害や河川の氾濫が、同時多数的に発生
し、西日本を中心に多くの犠牲者を出すとともに、交通や水道が寸断され各地で孤立や断
水が起こるなど、地域社会に甚大な被害をもたらしました。
防災・減災研究センターでは、この新しい災害の現象を『相乗型豪雨災害』と名付けて、
そのメカニズムの解明を進めています。
本講座は、研究者の目から見た被災地の状況と、最新の研究の状況をお伝えするものです。

★日時：平成３１年３月１３日（水） １３：００～１６：００ 

★場所：呉市役所本庁舎７階７５３・７５４会議室 
★定員：７０人（先着） 

★参加費：無料 

土田 孝
防災・減災研究センター長

長谷川 祐治
総合科学研究科 准教授

神田 佑亮
呉工業高等専門学校 教授

広島大学呉サテライト設置記念
広島大学防災・減災研究センター主催公開講座

平成 年７月豪雨災害の現場から
～相乗型豪雨災害の研究最前線～

相乗型豪雨災害のメカニズム
� 広島大学 防災・減災研究センター
� 特任教授　土田　孝

4



　今回の豪雨災害による人的被害は，令和２年３月31日時点で死者が29人（うち災害関連死※に
よる死者４人を含む。），負傷者が22人となっている。
　なお，死者のうち，直接死25人についての「地区・被災場所別」の内訳及び「年齢・被災場所別」
の内訳は，それぞれ次表に示すとおりである。

　※災害関連死：死亡の原因について，今回の豪雨災害との間に因果関係が認められたもの。

２ 被害の状況

⑴ 人的被害

地区 死者数 自宅 自宅以外
天応 12人 ６人 ６人
安浦 ４人 ３人 １人
吉浦 ３人 ３人
中央 ２人 １人 １人
音戸 ２人 ２人
阿賀 １人 １人
蒲刈 １人 １人
合計 25人 17人 ８人

表　死者（直接死）の地区・被災場所別内訳

年齢 合計 自宅 自宅以外
０～９歳 ０人
10～19歳 ２人 ２人
20～29歳 ０人
30～39歳 １人 １人
40～49歳 ４人 ３人 １人
50～59歳 ２人 ２人
60～69歳 ６人 ５人 １人
70～79歳 ５人 ２人 ３人
80～89歳 ３人 ３人
90歳以上 ２人 ２人
合計 25人 17人 ８人

表　死者（直接死）の年齢・被災場所別内訳

（注）　�被災場所については，いずれも発見場所や死者の
住所等から呉市で推定したもの。

図　人的被害（直接死）の発生状況

安浦地区
死者　４人

〈安浦町中畑・下垣内〉

天応地区
死者　12人

〈天応西条・天応南町〉

吉浦地区
死者　３人

〈吉浦新出町〉

中央地区
死者　２人

〈西畑町・上二河町〉

音戸地区
死者　２人

〈音戸町早瀬〉

N

阿賀地区
死者　１人

〈阿賀南（冠崎）〉

蒲刈地区
死者　１人

〈蒲刈町田戸〉
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① 市全域
　建物等の被害状況は，令和２年３月31日時点の罹災証明に係る現地調査結果で，建物が3,239件，
土地が770件となっている。
　これらの被害状況を地区別で見ると，建物被害の件数は，安浦地区（991件），次いで天応地区（598
件）となっており，この２つの地区で全体の約半数を占めている。
　また，土地の被害件数では，安浦地区（147件），倉橋地区（93件），中央地区（74件）の順となっ
ている。

⑵ 住家等の建物被害

被害区分 中央 吉浦 警固屋 阿賀 広 仁方 宮原 天応 昭和 郷原

建
　
　
物

全壊 18 21 5 21 9 3 4 86 8 1 

大規模半壊 3 6 　 3 7 　 　 54 4 　

半壊 29 12 7 16 24 5 5 174 25 1 

一部損壊 126 37 12 63 110 9 16 165 91 7 

床下浸水 18 18 7 68 145 6 6 118 54 2 

その他 　 　 　 2 2 1 　 1 1 　

小計 194 94 31 173 297 24 31 598 183 11 

土
　
　
地

崩壊 40 4 14 15 10 8 7 4 27 6 

陥没 4 2 　 1 1 　 1 　 3 2 

埋没 　 1 　 1 　 2 　 　 4 　

流出 6 3 1 6 8 7 1 3 6 6 

その他 24 10 15 15 17 14 1 14 30 12 

小計 74 20 30 38 36 31 10 21 70 26 

合　　計 268 114 61 211 333 55 41 619 253 37 

被害区分 下蒲刈 川尻 音戸 倉橋 蒲刈 安浦 豊浜 豊 合　計

建
　
　
物

全壊 3 9 16 29 10 71 9 1 324 

大規模半壊 　 1 3 5 2 45 　 　 133 

半壊 1 21 39 29 3 370 4 1 766 

一部損壊 9 89 90 57 23 346 6 6 1,262 

床下浸水 6 43 36 45 2 158 3 6 741 

その他 　 　 　 5 　 1 　 　 13 

小計 19 163 184 170 40 991 22 14 3,239 

土
　
　
地

崩壊 3 13 20 31 8 16 7 　 233 

陥没 2 1 3 6 1 7 1 　 35 

埋没 2 1 　 　 1 1 　 　 13 

流出 4 5 6 16 3 13 2 2 98 

その他 6 16 35 40 11 110 20 1 391 

小計 17 36 64 93 24 147 30 3 770 

合　　計 36 199 248 263 64 1,138 52 17 4,009 

表　罹災証明に係る現地調査完了件数（令和２年３月31日時点） （単位：件）
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中央

吉浦

警固屋

阿賀

広

仁方

宮原

天応

昭和

郷原

下蒲刈

川尻

音戸

倉橋

蒲刈

安浦

豊浜

豊

0 200 400 600 800 1000

■全壊　■大規模半壊　■半壊　■一部損壊　■床下浸水　■その他

中央

吉浦

警固屋

阿賀

広

仁方

宮原

天応

昭和

郷原

下蒲刈

川尻

音戸

倉橋

蒲刈

安浦

豊浜

豊

0 20 40 60 80 100 120 140 160

■崩壊　■陥没　■埋没　■流出　■その他

（単位：件） （単位：件）

図　罹災証明に係る現地調査完了件数（左側：建物），（右側：土地）

図　建物被害の発生状況

注１　建物被害の件数が100件以上発生した地区のみを記載している。

注２　円の大きさは，建物の被害件数に応じた大きさとしている。

天応地区
昭和地区

安浦地区

中央地区 広地区

川尻地区
阿賀地区

倉橋地区

音戸地区
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②天応地区

天狗城山

広島呉道路（クレアライン）

JR呉ポートピア駅

呉ポートピアパーク

JR天応駅

国道31号

天応小学校

天応市民センター
天応まちづくりセンター
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空中写真に見る被災直後の天応地区

烏帽子岩

出典：国土地理院提供空中写真（正射画像）2018.7.11

天応中学校

（主）呉環状線

背戸の川
大屋大川

深山の滝
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　天応地区では，大屋大川や背戸の川の上流域で発生した多数の斜面崩壊・土石流による直接的
な被害に加え，下流域では上流域から流出した土砂が河道を埋塞したことにより，土砂・洪水氾
濫が発生し，大量の土砂が道路や住宅地に堆積したほか，地盤の低い地区では広範囲にわたり浸
水被害が生じた。

天応地区

ア　背戸の川流域

土砂・洪水氾濫が発生し，住宅地に堆積した大量の土砂（天応地区の中心部・7/9撮影）

土石流が発生した住宅地

河川に流れ込んでいる道路からの大量の泥水

土石流により流された家屋や自動車
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イ　大屋大川流域

水が引いた後に地域一帯を覆い尽くした大量の土砂や流木

７月７日（土）朝方の大屋大川の氾濫状況（写真左：７：50上流側から撮影，写真右：７：45下流側から撮影）

多くのがれきが積まれた宮町地区

大量の土砂が堆積し砂に覆われた大屋大川

（主）呉環状線を流れる河川水

土石流により崩壊した大屋大川上流（主）呉環状線
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③ 安浦地区 中畑

（主）矢野安浦線

安浦町下垣内

安浦町中畑

市原

国道
185号

野呂川ダム

野呂川

中切川
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空中写真に見る被災直後の安浦地区

（主）矢野安浦線

JR安浦駅

安浦町水尻

安浦市民センター
安浦まちづくりセンター

国道
185号

出典：国土地理院提供空中写真（正射画像）2018.7.15

中畑川
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　安浦駅周辺地区では，中畑川，野呂川の氾濫により，約60ヘクタールに及ぶ広い範囲が浸水し
た。また，市原・中畑・下垣内の各地区では，山間部の至るところで土石流が発生し，集落や田
畑へ大量の土砂や流木が流れ込み，集落へ至る道路も寸断された。このほか，水尻地区やその他
の地域でも土石流が流入するなど，安浦地区全体で多くの建物等の被害が発生した。

安浦地区

ア　安浦駅周辺地区

河川の氾濫により多数の家屋が浸水

河川内に堆積した流木（中畑川）

道路の境界が分からなくなるほどの浸水が発生

破堤した中畑川左岸
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イ　市原地区

土石流により携帯電話基地局や電気設備も損壊

土石流の発生により大量の土砂や流木に飲み込まれた市原地区の家屋や農地

家屋に押し寄せた大量の土砂と流木

数十人の住民が避難していた市原集会所（写真右下）
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ウ　中畑地区，下垣内地区

エ　水尻地区

山全体に土石流の爪痕を残す中畑地区（写真中央）・下垣内地区（写真左）

（主）矢野安浦線に堆積した大量の流木（下垣内地区）大量の土砂が流入した農地（中畑地区）

道路下の水路が閉塞し団地内へ土石流が流入（写真提供：呉工業高等専門学校）

16



　広島県が管理する野呂川ダムにおいては，ダム周辺及び上流部への集中的な豪雨によりダムの
水位が急激に上昇したことから，７月６日（金）の23時50分から翌７日（土）の10時24分までの間，
異常洪水時防災操作※１が行われた。
　広島県では，県内各地において水害や土砂災害による甚大な被害が発生したことを受け，「平
成30年７月豪雨災害を踏まえた今後の水害・土砂災害対策のあり方検討会※２」を設置し，同検討
会において事象の検証・分析や今後の対策のあり方について検討され，平成31年１月に広島県知
事へ提言がなされた。 

オ　野呂川ダム

土砂等が流入した野呂川ダム（8/4撮影）

図　被害発生要因等の分析結果と今後の対策（野呂川ダム関係）

（平成30年７月豪雨災害を踏まえた今後の水害・土砂災害対策のあり方（提言）を基に作成）

【被害発生要因等の分析】

【今後の対策】

〇�野呂川流域では記録的な豪雨を受け，河道に流れ込んだ土砂等で中畑川の越水・破堤や野呂川の溢水が発生
〇�野呂川ダムでは洪水調節容量を使い切る見込みとなったため，異常洪水時防災操作を実施
〇�情報や人的な支援が不足した状況下において操作を行う中で，貯水位を低下させようとした結果，操作に

は要領に沿っていない部分があったが，浸水シミュレーションによる検討を行った結果，浸水への影響は
限定的であることを確認

○ダムの洪水調整機能の強化
・ダム湖内の土砂撤去による洪水調節容量の確保
・�野呂川ダム・野呂川・中畑川の必要となる洪水調

節容量と河道配分量の決定と，それを踏まえた土
砂や流木の対策も併せた抜本的な改修の実施

・ダムの容量の有効活用に向けた検討の継続実施

○ソフト対策
・�ダムの異常洪水時防災操作時のサポート・バック

アップ体制の確保及び通信手段の多重化等
・�的確な避難行動につなげるための水害リスクやダ

ムの情報等の防災関係者や住民に正しく理解して
もらうための取組や情報提供の内容・手段の充実

※１異常洪水時防災操作
　洪水調節を行っている場合において，更に洪水時最高水位（サーチャージ水位）を超える予測の場合にダムからの放流
量を流入量まで徐々に増加させる操作のこと。

※２平成30年７月豪雨災害を踏まえた今後の水害・土砂災害対策のあり方検討会
　今回の豪雨災害の発生要因等を分析し，当面の対策と中・長期的な対策について検討するため広島県が設置した学識
経験者等による組織。河川・ダム部会と砂防部会が置かれ，３回の検討会と計５回の部会が開催された。
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　天応地区，安浦地区以外においても，市内各所で発生した土石流・崖崩れなどにより，多くの
箇所で建物の倒壊や，宅地・農地等への土砂・流木等の流入による被害が発生した。また，長時
間の降雨による建物の浸水被害も多数発生した。

④ その他の地区

ア　吉浦地区（吉浦新出町）

イ　中央地区（中央４丁目～６丁目）

巨石により倒壊した家屋土石流とともに流れてきた巨石

家屋に突き刺さった流木土石流により倒壊した家屋

市役所北側の浸水状況（7/7・7：07撮影）

18



ウ　中央地区（西畑町）

エ　昭和地区（焼山東）

オ　昭和地区（焼山西）

△　斜面崩壊による住宅被害　▷

◁△　土石流が水路へ流入し多数の家屋被害が発生

◁△　外構や擁壁等の崩壊も数多く発生

19
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カ　阿賀地区（阿賀南９丁目・冠崎地区）

キ　広地区（広長浜）

家屋を飲み込んだ土石流

倒壊した家屋と道路上に流入した土砂

住宅街にあふれ出す無数の流木

◁△　斜面崩壊により県道へ崩れ落ちた家屋

20



土砂による家屋の損壊

隣家へ押し倒された倒壊家屋

大規模な土石流により土砂が流入した国道487号

擁壁の崩落により倒壊した家屋

住宅地に流入した土砂

流木による家屋の倒壊

土石流によって崩壊した道路・河川

家屋下の擁壁が崩落

ク　広地区（広小坪）

ケ　音戸地区（音戸町早瀬）

コ　音戸地区（音戸町先奥）

サ　蒲刈地区（蒲刈町田戸）
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　今回の豪雨により土砂崩れや土石流等が相次ぎ，市内各所で道路が被害を受けたことで，数多
くの通行不能箇所が発生し，被災直後に発注した応急復旧工事の件数は市全体で約100件にも上っ
た。
　また，橋梁についても，流木や土砂等による被害が発生し，平成28年３月に架け替えが完了し
たばかりの木橋「真光寺橋」を含む15橋が流失した。

⑶ 土木施設等の被害

① 道路・橋梁の被害

市道郷原大積苗代線（郷原町）市道両谷２丁目２号線（広両谷２丁目）

市道内海南谷線（安浦町内海南２丁目）市道見戸代17号線（下蒲刈町見戸代）

真光寺橋（広古新開９丁目） 大広橋（広古新開８丁目）

流失した真光寺橋の一部
　　➡

22



　天応地区の大屋大川や安浦地区の野呂川，中畑川をはじめ，市内を流れる大小様々な河川にお
いて，上流部の急傾斜地などで山腹崩壊等が発生し，大量の土砂や倒木などが流入したことで，
河道の埋塞や浸食，護岸の決壊等が生じ，これにより周辺や下流部における浸水被害を引き起こ
した。

② 河川の被害

白石川（広白石３丁目）辰川川（東中央４丁目）

戸浜川（川尻町）大積川（郷原町）

中畑川（安浦町中畑） 日之浦北川（安浦町安登）
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　土砂崩れや土石流などが多数発生した安浦地区をはじめ市内各所において，農業活動のほか生
活用道路としても利用される農道や，河川やため池等から田畑に水を引くための農業用水路が被
害を受けた。
　また，郷原町と野呂山頂上を結ぶ林道郷原野呂山線のほか，多くの林道も被害を受けた。

③ 農林道等の被害

農道大番山田線（安浦町原畑）農道早瀬田原線（音戸町早瀬）

農道豊岡村線（豊町大長）農道豊島北部線（豊浜町豊島）

大地蔵水路（下蒲刈町大地蔵） 林道郷原野呂山線（郷原町）
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　今回の豪雨では，市が所有・管理する公共施設（公有財産）においても，土砂流入や床上浸水等
の被害が発生した。
　とりわけ，被害が甚大であった地域では，災害発生時には避難所や災害対応の拠点となるべき
市民センター，消防出張所，保健出張所，集会所等といった施設が被災したため，発災直後には
業務を継続できない状況となるなど，応急対応の機能を十分果たすことができなかった。また，
道路等に敷設してある地域イントラネットのケーブル損傷などにより，一時的に被災地域との情
報通信機能が途絶するなど，市民センター等での各種行政情報システムによる窓口事務等に支障
が生じた。
　なお，各施設の被害状況は，災害発生後から財務部管財課において公有財産の被害状況報告※

により集約しており，被災した施設等の主な内容は次表に示すとおりである。

⑷ 公共施設等の被害

① 建物等の被害

区分 被害施設数 主な被災施設（被災内容）

公共施設等 72施設

行政施設（事務所等） ６施設 天応市民センター（土砂流入）
東消防署安浦出張所（床上浸水）等

生涯学習施設 10施設 老人福祉センター安浦内海会館（床上浸水，土砂流入）
総合スポーツセンター（土砂流入）等

学校教育施設 10施設 安浦小学校（床上浸水）
天応中学校（運動場に土石流入）等

医療福祉施設 ５施設 安浦中央保育所（床上浸水）
倉橋保育所（土砂流入）等

環境衛生施設 12施設 呉市斎場，市営墓地（吉浦墓地等７施設法面崩壊）
芸予環境衛生センター（土砂流入）等

産業振興施設 ３施設 グリーンピアせとうち（法面崩壊）
くらはし産業館万葉の里（法面崩壊）等

市営住宅 10施設 音戸西粟尻住宅（土砂流入）
須川津ノ田アパート（土砂流入）等

その他の施設等 16施設 防災行政無線（破損），防火水槽（土砂流入）
地域イントラネット（ケーブル損傷）等

普通財産 21施設

市有地等 11施設 焼山町山林（法面崩壊）
長谷町市有地（法面崩壊）等

集会所等 10施設 旧倉橋東小学校（土砂流入）
三津口西自治会館（床上浸水）等

合　　計 93施設

表　公共施設等の被害状況（平成31年２月28日時点）

※公有財産の被害状況報告
  平成30年８月１日時点報告　公共施設等　63施設，普通財産　17施設（議会協議会で報告）
  平成31年２月28日時点報告　公共施設等　72施設，普通財産　21施設
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公共施設等 普通財産

行政
施設

生涯
学習

学校
教育

医療
福祉

環境
衛生

産業
振興

市営
住宅 その他 小計 市有地等 集会所等 小計 合計

中 央 1 1 4 1 1 8 8 
吉 浦 1 2 3 1 1 4 
警 固 屋 1 1 1 
阿 賀 1 1 1 1 2 

広 1 3 1 5 5 
仁 方 1 1 2 2 
宮 原 1 1 1 
天 応 1 1 1 1 1 5 5 
昭 和 1 1 4 4 5 
郷 原 1 1 1 1 2 
下 蒲 刈 2 2 2 
川 尻 1 1 1 
音 戸 2 1 1 2 6 6 
倉 橋 2 1 1 1 1 2 1 9 3 3 12 
蒲 刈 1 1 1 3 3 
安 浦 4 2 2 2 1 1 2 6 20 2 6 8 28 
豊 浜 2 2 1 1 3 

豊 1 2 3 3 
計 6 10 10 5 12 3 10 16 72 11 10 21 93 

 表　地域別の公共施設等の被害状況（平成31年２月28日時点） （単位：施設）

床一面が泥水に覆われた天応市民センター１階ロビー（7/7撮影）

床上浸水した安浦中央保育所（7/7撮影）

△�山間部や傾斜地に造成されている墓地施設
は，法面の崩落などにより墓石の倒壊など
大きな被害が発生した。

　写真は塩屋墓地の被災状況（7/9撮影）

◁�運動場に大量の土砂が流れ込んだ天応中学
校は，天応小学校への仮移転を余儀なくさ
れた。
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　今回の豪雨により被害を受けた市内の多くの公共施設では，施設内へ流入・堆積した土砂の撤
去や浸水による設備機器等の安全性の点検などのため，臨時休館を余儀なくされた。
　また，道路等の被災により管理運営に携わる職員が参集できない状況となった施設では，臨時
休館や一部利用の制限を，さらに，自衛隊災害派遣部隊の宿営地として提供した施設（総合体育
館（オークアリーナ），総合スポーツセンター等）では，当該期間中の一般の利用を制限し，その後，
施設の復旧状況や周辺の道路事情などに応じて，順次開館した。

② 公共施設等の休館

【芸術・文化施設】

施設名 休館期間
呉市立美術館・松濤園・蘭島閣美術館・
三之瀬御本陣芸術文化館 ～７/10（火）

白雪楼・蘭島閣美術館別館・昆虫の家
｢頑愚庵｣・貝と海藻の家・倉橋歴史民
俗資料館・長門の造船歴史館

～７/17（火）

安浦歴史民俗資料館（南薫造記念館） ～９/11（火）

【文化財】

施設名 休館期間

入船山記念館 ～７/９（月）
江戸みなとまち展示館・乙女座・若
胡子屋跡・御手洗七卿落遺跡・船宿・
旧柴屋住宅・旧金子家住宅

～７/10（火）

【社会教育施設】

施設名 休館期間

野外活動センター 　７/７（土）
倉橋図書館 ～７/８（日）
かまがり天体観測館・かまがり海と
島の工作館 ～７/９（月）

かまがり古代土器製塩体験施設・か
まがり古代製塩遺跡復元展示館 ～７/14（土）

安浦図書館 ～７/17（火）
くれ絆ホール ～８/27（月）
川尻筆づくり資料館・野呂山セント
ラルロッジ ～９/７（金）

【スポーツ施設】

施設名 休館期間
蒲刈Ｂ＆Ｇ海洋センター ～７/11（水）
倉橋グラウンド・倉橋体育館・倉橋テ
ニス場 ～７/17（火）

大空山体育館・大浦崎スポーツセンター
（体育館・グラウンド・テニスコート） ～７/18（水）

くらはし温水プール ～７/19（木）
大浦崎スポーツセンター（キャンプ場・
駐車場） ～７/20（金）

市営温水プール ～７/21（土）
豊プール ～７/26（木）
川尻温水プール ～８/３（金）
川尻東プール ～８/10（金）
総合体育館（オークアリーナ） ～８/12（日）
総合スポーツセンター ～８/29（水）

【観光施設】

施設名 休館期間
大和ミュージアム・おんど観光文化会
館うずしお・コテージかまがり・かま
がり温泉やすらぎの館

～７/９（月）

グリーンピアせとうち ～７/13（金）
くらはし桂浜温泉館 ～７/17（火）
くらはし産業館万葉の里 ～７/19（木）
野呂山ビジターセンター・野呂山レス
トハウス ～８/31（金）

国民宿舎野呂高原ロッジ ～９/７（金）

表　豪雨災害により臨時休館した市が所管（管理）する施設

※各施設ともに７/７（土）から臨時休館

館内に土砂が流入した安浦歴史民俗資料館 自衛隊災害派遣部隊の宿営地となった総合スポーツセンター
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ア　市立小・中・高等学校
○　臨時休業の決定
　発災当日の７月６日（金）５時40分に
大雨警報が発表され，市立小・中学校に
ついては各校の判断により，全校が臨時
休業とし，市立呉高等学校については，
一旦登校後，10時30分をもって授業を打
ち切り，生徒に下校を促した。
　翌７日（土）・８日（日）が学校休業日で
あったことから，市内の被災状況や学校
施設等の被災状況などを踏まえ，同月７
日（土）に教育委員会において，市立小・
中・高等学校の同月９日（月）の臨時休業
を決定し，電話により全校長へ伝達・指
示した。
　保護者への連絡は学校単位でメールを一斉送信したが，メール連絡ができない保護者に対して
は，電話連絡または直接訪問等での連絡を試み，防災行政無線を利用して地域への周知を図った
地区もあった。

○　臨時休業の延長
　７月８日（日）に校長役員会に所属する校長を招集し，交通網途絶による教職員の通勤困難，断
水による給食の提供中止，学校施設の被災状況確認及び通学路の安全確認に時間を要するなどの
理由から同月12日（木）まで市立小・中・高等学校の臨時休業の延長を決定した。臨時休業を延長
することについて，同月９日（月）に市ホームページにも掲載し，市内全域へ周知した。また，同
月13日（金）以降の再開については，各学校で総合的に判断することとし，一部の学校で引き続き
臨時休業とした。

③ 学校等の休業

７月６日（金）は，全小・中学校臨時休業。呉高等学校は，10:30から臨時休業
７月９日（月）～ 12日（木）は，全校臨時休業
臨時休業には，夏季休業を含む。

運営状況
6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 祝 火 水 木 金

小学校
臨時休業 36 　 　 36 36 36 36 18 　 　 　 9 8 8 1

開校 0 　 　 0 0 0 0 18 　 　 　 27 28 28 35

計 36 　 　 36 36 36 36 36 　 　 　 36 36 36 36

中学校
臨時休業 26 　 　 26 26 26 26 16 　 　 　 9 5 6 3

開校 0 　 　 0 0 0 0 10 　 　 　 17 21 20 23

計 26 　 　 26 26 26 26 26 　 　 　 26 26 26 26

高等学校
臨時休業 1 　 　 1 1 1 1 1 　 　 　 1 1 1 1

開校 0 　 　 0 0 0 0 0 　 　 　 0 0 0 0

計 1 　 　 1 1 1 1 1 　 　 　 1 1 1 1

表　市立小・中・高等学校の臨時休業　７月６日（金）～７月20日（金）

７月９日（月）付報道発表資料

（単位：校）
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○　２学期開始日の繰り上げ
　市立小・中・高等学校の２学期の授業開始日については，８月17日（金）以降，教職員の出勤状
況，学校施設の被災，通学路の安全確保等，各学校の状況に応じ，それぞれが決定することとした。
　これにより, ７月６日（金）以降休業していた呉高等学校は２学期を８月17日（金）に繰り上げて
開始することとなり，小・中学校については各校の状況に応じて同月20日（月）に小学校３校（仁
方，音戸，波多見），中学校１校（音戸），22日（水）に小学校１校（白岳）が２学期を繰り上げて開
始した。

イ　保育所等
○　休所の決定
　呉市立保育所（以下「公立保育所」という。）については，７月６日（金）７時45分に福祉保健部子
育て施設課から全保育所へ施設の安全確認を指示して，通常どおり夕方までの保育を実施した。
　当初は，翌７日（土）も通常どおり開所する予定であったが，豪雨による被災が深刻な地域も
あったため，同日未明に，公立保育所の休所を決定し，早朝から全職員の安否確認を行った後に，
６時から保護者へ休所について電話連絡を開始した。
　さらに，同日，市内の私立保育所に対して，臨時休所や応急保育等の対応について指示すると
ともに，各施設の被災状況についても確認した。
　公立保育所においては，同月７日（土）に続き９日（月）についても休所とし，８日（日）に，別の
場所での応急保育や午前中（一部）保育の実施など児童の安全を最優先とした対応について通知し
た。
　また，断水や道路事情などにより食材の調達ができない状況などから，弁当持参等による「条
件付き開所」や保護者の勤務事情などにより自らが保育することができないことを考慮した「限
定開所」など個々の保育所の実情に応じた保育を実施した。
　その後，断水の解除や周辺インフラ等の応急復旧などにより，保育環境も徐々に整ってきたこ
とから，同月19日（木）以降，全ての公立保育所において通常保育が再開された。
　同様に呉市立幼稚園（ゆたか幼稚園）についても，同月７日（土）から17日（火）まで休園とし，18
日（水）から通常教育が再開された。

７月８日（日）付通知（抜粋） ７月豪雨災害に伴う保育所等の

開所，休所の判断基準内容

29

第
１
章



○　安浦中央保育所における応急保育の実施と保育の再開
　安浦中央保育所では，７月７日（土）の６時
から，前述のとおり保護者への連絡を開始し
たところ，電話対応中に当該施設への浸水が
始まり，その場にいた職員は，緊急避難のた
め，近隣の市営住宅３階へ垂直避難した。
　浸水解消後に施設の被災状況を確認したと
ころ，浸水による損傷が著しいため，今後，
当該施設において保育所を運営することは困
難と判断した。
　このため17日（火）から，当該施設に通所し
ている児童については，グリーンピアせとう
ち（産業部観光振興課所管）における代替保育
を実施し，８月６日（月）からは，旧三津口小
学校（財務部管財課所管）における代替保育が
開始された。
　グリーンピアせとうちにおける給食につい
ては，簡易給食（パン，ジュース，バナナ等）
で対応し，旧三津口小学校での代替保育につ
いては，洗浄・消毒により使用が可能となっ
た安浦中央保育所で調理した給食を運搬し対
応した。
　９月28日（金）からは，浸水等により被災し
た施設の修繕工事に着手し，約５か月間の工
事期間を経て，平成31年３月３日（日）に工事
が完了し，同日に「安浦中央保育所復旧記念
式」を開催した。
　これにより，約８か月にも及ぶ児童の仮施
設での保育は終了し，翌４日（月）からは元の
施設での保育が再開された。

表　公立保育所等の運営状況　７月７日（土）～７月19日（木） （単位：所）

運営状況
7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

土 日 月 火 水 木 金 土 日 祝 火 水 木

休所 14 　 14 11 10 9 9 9 　 1 0 0

条件付き開所 0 0 2 2 3 2 2 1 4 0

限定開所 0 　 0 1 1 1 1 1 　 4 0 0

通常開所 0 　 0 0 1 1 2 2 　 8 10 14

計 14 0 14 14 14 14 14 14 0 0 14 14 14

※　保育所：13施設　幼稚園：１施設

安浦中央保育所保護者の皆様 
 

平成３０年７月３１日（火） 

福祉保健部子育て施設課 

２５－３１７４ 
 

安浦中央保育所被災に伴う仮園舎の開設について 

 
安浦中央保育所の保護者の皆様におかれましては，平成３０年７月豪雨により，当施設が

被災（床上浸水）して以降，仮園舎（グリーンピアせとうち）への送迎等でご協力いただき

ありがとうございます。 

このグリーンピアせとうちの仮園舎は８月４日（土曜日）までしか利用できないことから，

旧三津口小学校を新たに仮園舎として開設することになりましたのでお知らせいたします。 

 

１ 今後の予定 

・「グリーンピアせとうち」の利用は施設側都合により８月４日（土曜日）で終了します。 

・８月６日（月曜日）から「旧三津口小学校（１階）」で保育を開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自家用車での児童送迎について（お願い） 

(1) 学校（仮園舎）周辺の道路は狭く，対向車すれ違いが困難なため，車の進入・退出時

の経路を裏面のとおり自主規制させていただきますのでご協力ください。 

【進入経路】 

国道 ➡ 漁業協同組合の信号から進入 ➡ 突き当たりを左折 ➡ 学校(坂)で右折 

※ 学校（坂）正面の空き地を借り上げて整地します。坂の手前が広くなるので車が

方向転換しやすくなります。 

※ 裏面図の駐車場Ⓐ，Ⓑ，Ⓒを臨時駐車場として借りています。大きい車等はこち

らに駐車し，徒歩で登所されても結構です。 

【退出経路】 

学校(坂)を左折 ➡ 対向車に注意しながら青矢印を右折 ➡ 国道 

 

(2) 車で学校（坂）を登り左に曲がらずに直進するとゲートを開いた駐車場Ⓓ（旧三津口

保育所跡地）があります。こちらで車の向きを変えて直進で校舎横駐車場Ⓔに向かって

ください。※ 向きを変えず，駐車場Ⓓに駐車して徒歩で登所されても結構です。 

※ 朝夕の児童送迎時（各２時間程度）に交通誘導員を配置する予定です。 

 

児童の送迎に際し，ご不便をおかけすることとなりますが，諸般の事情をご理解いた

だき，ご協力くださいますよう，よろしくお願いいたします。 

もも組
(3歳)

すみれ組
(5歳)

ポンプ室

階段
ﾄ
ｲ

ﾚ

うめ組
(2歳)

おれんじ組

(0,1歳)
たんぽぽ組

(4歳)
玄関

 旧三津口小学校
（１階・平面図）

配
膳
室

職員室
休憩室

更衣室

階段

受水槽

７月31日（火）付保護者宛通知文（抜粋）

安浦中央保育所復旧記念式（H31年3/3撮影）
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ウ　放課後児童会
　７月６日（金）は，市内全小学校が休校となったため，その対応に合わせ，放課後児童会※（以
下「児童会」という。）も全て休会とした。
　その後，市内全小学校が同月12日（木）まで休校となることが決定され，児童会においても，断
水により児童の安全で衛生的な環境が提供できないため休会とした。
　この休会期間中に，指導員の安否確認を実施するとともに，施設の被害状況などの報告を受け，
各児童会の被害状況に応じた復旧作業に努めることとした。
　その後，同月13日（金）から給水体制が徐々に整ってきたことに伴い，通学路の安全が確保され
ている児童会から順次再開し，同月20日（金）には，34児童会全てが再開することができた。

※　放課後児童会
 �　母子家庭や両親共働きなどで放課後に子供の世話ができない家庭を対象に設けられている保育制度で，学童保育とも
いう。

表　児童会の運営について（時系列）

表　児童会の運営状況　７月７日（土）～７月20日（金） （単位：所）

運営状況
7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

土 日 月 火 水 木 金 土 日 祝 火 水 木 金

休会 34 34 34 34 34 22 19 7 5 2 0

開会 0 　 0 0 0 0 12 15 　 27 29 32 34

計 34 0 34 34 34 34 34 34 0 0 34 34 34 34

７月６日（金） 　指導員宛に全児童会（34児童会）休会のＦＡＸ送信

７月７日（土） 　全児童会（34児童会）休会決定を電話連絡　

７月８日（日） 　指導員宛に安否確認と被害状況把握のため電話連絡

７月９日（月） 　７月９日～７月12日休会を指導員にメール送信

７月12日（木） 　保護者宛に再開方針をメール送信
　休会通知をホームページに掲載

７月13日（金） 　指導員宛に再開方針をメール送信　
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ア　上水道
　７月６日（金）20時10分頃，広島水道用水供給事業及び太田川東部工業用水道事業における送
水施設（６号トンネル）で水位低下が確認され，その後，送水が停止した。
　この送水トンネルは，本市の水源水量の約７割を担う太田川からの水を宮原浄水場まで送水す
る施設の一部であり，送水の停止により，本市で大規模な断水が発生することとなった。
　同月９日（月），水位の低下は，送水トンネル管理施設である「小屋浦開閉所」の土砂流入による
トンネルの閉塞が原因であることが判明したため，広島県では翌10日（火）から土砂の搬出作業に
着手し，同月12日（木）から送水が再開されることとなった。
　なお，広島県の瀬野川浄水場（広島市安芸区畑賀町）から安芸郡熊野町を経由して供給されてい
る昭和地区及び郷原地区は，断水を回避することができたものの，同じ送水系統である安浦地区
においては，配水管の損壊等により一部地域で断水となった。
　また，本来，宮原浄水場から送水している安芸灘地区については，下蒲刈町と蒲刈町向地区を
除く地区において，同月７日（土）23時17分に，大崎上島町からの送水系統（逆送）に切り替えた
ことで断水には至らなかったほか，太田川からの送水が途絶したものの，自己水源である二河川
からの水を宮原浄水場で浄水処理することにより，中央地区の低地部も断水を回避することがで
きた。

⑸ ライフラインの被害

① 上下水道施設の被害

中国新聞　Ｈ30年７月11日（水）朝刊
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　今回の豪雨により，広島県の送水施設の被災だ
けでなく，本市が所有する上下水道施設等も市域
全域にわたって被災し，広範囲での断水や水圧低
下等が発生した。
　このため，本市で断水の影響を受けた世帯数
は，最大で約７万８千世帯（約15万人）に上り，特
に，川尻地区においては，小仁方地区を除く地区内へ水道水を供給するための「柳迫第１ポンプ所」
が土石流により全壊したため，代替となる仮設ポンプ所の整備による給水が開始された８月２日

（木）まで，約１か月にわたり断水が続くなど，市民生活や経済活動に大きな影響を及ぼすことと
なった。

図　断水範囲（赤色）と通水範囲（青色）（７月８日時点）

表　上水道施設の被害状況

区分 被害箇所数 主な被災施設

水道施設 20か所 柳迫第１ポンプ所

水道管路 251か所
天応西条配水管，
広石内地区配水管

被災前の柳迫第１ポンプ所 被災後の柳迫第１ポンプ所

昭和地区　郷原地区

中央地区低地部

宮原浄水場

安芸灘地区
（下蒲刈町，蒲刈町向地区を除く。）

安浦地区の一部

県の送水管（被災を免れた送水経路）
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表　水道施設等の被害の状況と断水解消までの推移

図　断水の影響を受けた世帯及び人口推移

月日 水道施設等の被害の状況・断水等の状況
断水世帯数・人口の推移

世帯数 人口

７/６（金） 広島県送水施設（６号トンネル）の水位低下
太田川からの送水停止 － －

７（土）
天応・吉浦・宮原・警固屋・倉橋・音戸・阿賀・広・仁方・川尻・下
蒲刈地区の全部，蒲刈・中央地区の一部が，正午から断水
柳迫第１ポンプ所建屋等流出

78,006 153,520

10（火） 二河水源地からの取水により，中央地区西部，吉浦・天応地区の通水
を開始したが，漏水事故（晴海町）発生により19時に通水を中断 78,006 153,520

11（水） 広島県送水施設（６号トンネル）の損壊したゲートの撤去
漏水事故（晴海町）の復旧作業 78,006 153,520

12（木） 中央西部（低地部）の断水解消 75,504 149,125

13（金） 広島県送水施設（６号トンネル）から宮原浄水場への通水開始
中央西部（高地部），吉浦地区の断水解消 68,122 134,360

14（土） 宮原浄水場給水開始
阿賀（低地部），天応（一部），蒲刈（向）地区の断水解消 62,828 123,495

15（日） 阿賀（高地部一部），広（一部），仁方（低地部），宮原（一部），
警固屋（低地部），中央（高地部一部）地区の断水解消 23,707 46,790

16（月） 中央（高地部一部），宮原（一部），警固屋（高地部），広（一部），
仁方（高地部），下蒲刈（下島・三之瀬），天応（西条）地区の断水解消 16,197 32,989

17（火） 警固屋（見晴），阿賀（冠崎・大入），川尻（小仁方），下蒲刈（大地蔵），
音戸，倉橋（北部）地区の断水解消 8,199 17,250

18（水） 倉橋（南部）地区の断水解消 6,354 14,021

19（木） 倉橋（大迫，鹿島）地区の断水解消 6,043 13,575

20（金） 安浦，天応（西条・東久保），倉橋（長谷）地区の断水解消 3,700 8,400

※引き続き断水地区の復旧工事等を実施 3,277 7,470

８/１（水） 22時～川尻地区への給水開始 0 0

２（木） 13時　給水拠点設置終了　川尻（小仁方除く）地区の断水解消 － －
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62,828世帯
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（最大時：7/7～12）
断水世帯数  78,006世帯
断水人口　153,520人

断水解消
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イ　工業用水道
　本市は，市内の６事業所に工業用水を供給しており，供給エリアは，太田川，二河川を水源と
する呉地区（３事業所）と，主に黒瀬川を水源とする広地区（３事業所）に大別される。
　前述のように７月６日（金）に発生した広島県の送水施設（６号トンネル）の閉塞によって，太田
川からの送水が途絶したため，呉地区の工業用水ユーザーへの供給が一部停止した。
　また，広地区についても，国道375号の上部で発生した土石流によって，調整池や管理棟等へ
土砂が流入したため，基幹施設である「二級水源地」の機能が停止し，広地区の工業用水ユーザー
への供給が一部停止した。

ウ　下水道
　下水道施設では，天応地区の大屋大川上流部の崖崩れ・土石流等により，主要地方道呉環状線

（天応～焼山間）に埋設している「天応焼山汚水幹線」において，管きょの破断等が発生したほか，
広地区においても国道375号上段原橋と並行していた「石内郷原汚水幹線」が橋梁の全壊とともに
破断するなどの大きな被害を受けた。
　また，安浦地区をはじめとして，広範囲にわたる浸水や土砂流入等により，下水道管路の破損
や閉塞が発生したほか，「横路ポンプ場」などの下水道施設や集落排水施設についても大きな被害
が発生した。

土砂の流入により機能を停止した二級水源地

国道375号
二級水源地

土砂の流入

黒瀬川

表　下水道施設の被害状況

区分 被害箇所数 主な被災施設

下水道施設 13か所
横路ポンプ場，
月見公園ポンプ場

下水道管路 15か所
天応焼山汚水幹線，
石内郷原汚水幹線

集落排水施設 ８か所
野路西・下島農業集落排
水施設

集落排水管路 １か所 野路西農業集落排水管路 天応焼山汚水幹線の被災状況（管きょの破断）
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ア　電気
　電気設備では，電柱の倒壊や高圧線の断線といった機器等の損壊などにより，多くの地区で停
電が発生したが，７月13日（金）には，土砂崩れ等による立ち入りが困難な箇所を除き，概ね停電
は解消した。
　なお，今回の豪雨による電気設備の主な被害状況は，次のとおりである（安浦地区，豊地区及
び豊浜地区を除く）。

　 ・事故停電戸数：延べ17,653戸
　 ・設備被害数：電柱149本，高圧線114条，機器24台，伐採26か所
　 ・人命救助のための緊急停電数：延べ1,882戸

イ　ガス設備
　今回の豪雨においては，道路や敷地内に埋設
しているガス管の破損や家屋の倒壊等によるガ
ス漏れなどが10数件発生した。
　広島ガス株式会社では，発災当初は被害の全
容が把握できなかったため，７月８日（日）に市
災害対策本部が公表した被害報を基に，発生し
ている被害箇所と同社の供給エリアを照らし合
わせ，重複する全ての箇所の調査を開始し，翌
９日（月）に完了した。なお，その後も被害箇所
が増加した部分について随時調査を実施し，ガ
ス漏れや，ガスが出ないなどの通報を受けた場
合は，現地に赴き破損箇所付近の閉栓等により
対応した。
　なお，今回の災害に伴うガス供給設備の爆発
等の事故については報告されていない。

② 電気・ガス設備の被害

倒壊した電柱（安浦町市原） 斜面崩落による電柱の倒壊（倉橋町大向～西宇土間）

道路の崩落により露出したガス管（吉浦上城町）
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　本市と広島市とを結ぶ広島呉道路や東広島市とを結び山陽自動車道へ直結する東広島・呉自動
車道をはじめ，本市と周辺市町とを結ぶ重要な幹線道路や市内の各地区を結ぶ国道・県道など，
その多くが土石流や斜面の崩落，倒木，冠水などによって通行不能となった。

⑹ 交通機関の被害

① 幹線道路

表　幹線道路の通行規制状況

月日 時間 № 路線名
道路管理者

通行規制状況
国 県 市 NEX

CO
７/５（木） 11：10 ① （一）野呂山公園線 ●

雨量超過による事前通行規制

７/６（金）

0：40 － （一）大崎下島循環線 ●
4：40 － （一）豊島線 ●
7：50 ② 東広島・呉自動車道（阿賀IC ～黒瀬IC） ●

8：10 ③
（主）呉平谷線
（一）瀬野呉線，焼山吉浦線 ●

（市）鍋土山手線 ●
8：20 ④ （一）広仁方停車場線 ●

11：25 ⑤ （一）豊島線（豊島北側） ● 災害による片側交互通行規制
12：21 ⑥ （一）大崎下島循環線（大浜） ● 災害による通行止め
18：42 ⑦ 広島呉道路（クレアライン） ● 雨量超過による事前通行規制
19：45 ⑧ （一）焼山吉浦線（焼山～吉浦間） ●

災害による通行止め
20：20 ⑨ （国）375号（石内） ●
20：45 ⑩ （主）呉環状線（天応～焼山間） ●
21：05 ⑪ （主）呉環状線（苗代～郷原間） ●
21：40 ⑫ （国）31号（小屋浦・水尻） ●
21：50 ⑬ （国）185号（安浦） ● 事前通行規制による通行止め
22：00 ⑭ （国）375号（上段原橋） ●

災害による通行止め

22：30 ⑮ （主）呉環状線（阿賀南８丁目） ●
22：35 ⑯ （一）小多田安浦線（女子畑～黒瀬） ●
22：40 ⑰ （国）375号（郷原） ●
23：00 ⑱ （国）185号（仁方町川尻越） ●

７/７（土） 0：30 ⑲ （一）上蒲刈島循環線（ウォーキングセンター） ●

時間不明

⑳ （国）31号（吉浦トンネル西側） ●
㉑（国）185号（川尻トンネル・黒地トンネル） ●
㉒（国）487号（高須・波多見） ●
㉓（主）矢野安浦線（安浦） ●

㉔（主）音戸倉橋線
（田原・宇和木・室尾・渡子トンネル） ●

㉕（主）呉環状線（警固屋８丁目･阿賀南９丁目） ●
㉖（主）下蒲刈川尻線（下蒲刈中学校・ほたるの里） ●
－ （一）瀬野呉線（西谷町） ●
－ （一）野呂山公園線（板休） ●
㉗（一）広仁方停車場線（広津久茂・仁方町戸田） ●
㉘（一）倉橋大向釣士田港線（西宇土･大向･重生） ●
㉙（一）中大迫清田線（尾立） ●
㉚（一）上蒲刈循環線（向・田戸・宮盛・大浦） ●
㉛（一）見戸代大地蔵線（大地蔵） ●
⑤ （一）豊島線（豊島北側） ●

㉜（一）川尻安浦線
（塩谷団地・日の浦トンネル南・川尻東２丁目） ●

㉝ 農道豊浜大橋・林道郷原野呂山線 ●
※（国）…一般国道，（主）…主要地方道，（一）…一般県道
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国道375号（上段原橋付近）

主要地方道 呉環状線（警固屋８丁目付近）

農道豊浜大橋線（大崎下島側）

主要地方道 呉環状線（天応～焼山間）

（一）大崎下島循環線（大長）
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図　幹線道路の通行規制状況
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　本市と広島市を直結し，市域を東西に貫く重要な公共交通機関であるＪＲ呉線においても，今
回の豪雨により線路冠水や線路への土砂流入などが発生したため，７月６日（金）から全線運休と
なり，全線で運転が再開されるまでに約５か月もの期間を要した（12月15日（土）全線運転再開）。
　（復旧の状況については，Ｐ254「ＪＲ呉線」を参照）  

② ＪＲ呉線

土砂や倒木が流入した線路（仁方駅付近）

水没した駅舎（安浦駅付近）

土砂流入により倒壊したコンクリート柱（天応駅付近）

崩落土で遮られた線路（安登駅付近）

天応駅

広駅

仁方駅

安登駅

安浦駅

安芸川尻駅安芸阿賀駅

呉駅

JR呉線

① ②

③ ④

④

③

②

①
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　７月６日（金）の早朝以降，市内の一部道路では雨量超
過による事前通行規制が始まり，また，その後も降り続
いた雨のために発生した土砂崩れなどの影響で多くの道
路が通行止めとなったことで，市内を運行する路線バス
や生活バス，乗合タクシーは運休を余儀なくされた。
　なお，路線バスや生活バス，乗合タクシーとも，同月
８日（日）以降，道路の復旧状況に応じて，運行可能な路
線から順次，臨時ダイヤや臨時経路により運行を再開し
た。 

③ 路線バス，生活バス等

呉駅前で案内するバス運行事業者の職員
（写真提供：広島電鉄株式会社）

区分 運行事業者 運行路線 運休期間

路線バス 広島電鉄㈱ 宮原線
仁方川尻線
広長浜線

７/ ６（金）～７（土）

阿賀音戸の瀬戸線
呉倉橋島線
吉浦天応線
焼山熊野苗代線
広島燒山線
辰川線
長の木長迫線
三条二河宝町線

７/ ６（金）～８（日）

郷原黒瀬線 ７/ ６（金）～ 16（月）
中国ジェイアールバス㈱ 西条駅～呉駅 ７/ ６（金）～ 10（火）
瀬戸内産交㈱ 沖友～中国労災病院 ７/ ６（金）～ 11（水）

生活バス ひまわり交通㈱ 下蒲刈地区生活バス ７/ ７（土）～９（月）
㈲倉橋交通 倉橋地区生活バス
㈲野呂山タクシー 川尻地区生活バス ７/ ７（土）～ 16（月）
安浦交通㈱ 安浦地区生活バス
㈲なべタクシー 音戸さざなみ線 ７/ ７（土）～８（日）
富士交通㈱ 横路交差点循環線
㈲野呂山タクシー 白石白岳交差点循環線
朝日交通㈱ 昭和循環線（北コース）
㈲東和交通 昭和循環線（中央コース）
呉交通㈱ 昭和循環線（南コース） ７/ ７（土）～ 10（火）

乗合タクシー 平和タクシー㈱ あじさい号（吉浦地区） ７/ ７（土）～８（日）
㈲なべタクシー おでかけバス（警固屋地区） ―

高速バス 広島電鉄㈱ 呉広島空港線 ７/ ７（土）～ 10（火）
広島電鉄㈱・
中国ジェイアールバス㈱

クレアライン線 ７/ ６（金）～ 12（木）

さんようバス㈱ 沖友～広島バスセンター ７/ ６（金）～ 19（木）

表　路線バス・生活バス・乗合タクシーの被災後の運休状況
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　今回の豪雨では，本市と周辺市町とを結ぶ幹線道路や市内の各地区を結ぶ国道・県道の多くが
被災したことで，本市の幹線道路ネットワークが寸断された。
　このため，被災を免れた道路や応急対応等により早期に通行可能となった道路などへ車両が集
中したことで，市内各所で深刻な渋滞が発生し，通勤や通学などの市民生活や生産活動の根幹で
ある人流や物流に大きな支障を来した。

④ 深刻な渋滞発生

市道中央二河町線（広島呉道路呉IC付近）

国道185号渋滞状況（仁方大歳町：7/9撮影）

 図　主要地方道呉平谷線の渋滞状況

主要地方道呉平谷線 上山手橋東詰交差点北側

主要地方道呉平谷線 上山手橋東詰交差点南側（広島呉道路直下）

国道31号渋滞状況（天応大浜２丁目：7/12撮影）

①

至
広
島

呉
平
谷
線

渋滞

渋滞

渋滞

渋滞 至市役所

③

　７月９日5：33に呉平谷線が通行規制
解除されたことで，本市から広島市への
唯一の移動経路となったため，通行車両
が集中し，深刻な渋滞が発生した。
　また，呉平谷線の渋滞だけでなく，市
中心部の呉平谷線に接続する全ての市道
も渋滞し，市道中央二河町線（写真③）で
は，市役所東側まで渋滞した。
� （※写真は7/9撮影）

① ③

②

②

42



　今回の豪雨災害は商工業にも深刻な被害をもたらし，市内に立地する工場等515社において土
砂等の流入や浸水などによる建物，機械設備，製品，敷地等への被害や，断水による一時操業停
止などの被害が発生した。
　また，商店街等においても，中央地区６商店街（本通・中通・花見橋通・劇場通・三和通・市
役所通）や栄町，吉浦地区において，店舗への土砂等の流入や浸水などによる建物や設備，商品
等の冠水などの被害があった。

⑺ 地域産業の被害

① 商工業への被害

水が引いた後の外注業者作業場（7/9撮影）

（写真提供：セーラー万年筆天応工場）

浸水した吉浦地区の商店街（7/6撮影）

浸水したセーラー万年筆天応工場（7/7撮影）

（写真提供：セーラー万年筆天応工場）

浸水した中通商店街入口（市役所東交差点・7/7撮影）

表　商工業の被害状況

区分 発生状況・被害場所 被害の内容

工場等 515社
・�土砂等の流入や浸水等による建物，機械設備，製品，

敷地等の被害　266社
・�断水による一時操業停止等　249社

商店街等
中央地区及び吉浦地区の商
店街等

・�店舗浸水，商品等の冠水等
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　農業関係では，土砂崩れや土砂の流入等により，51.4ヘクタールの農地に被害が生じ，農作物
等の被害額は約１億6,100万円にも及んだ。
　また，水産業関係では，市を代表する特産品の一つであるカキ養殖業が被害を受け，河口付近
で養殖に使われるカキ抑制棚※338柵が流出・破損し，被害額は5,550万円に上った。

② 農林水産業への被害

※ カキ抑制棚
　潮の干満の影響を受ける場所に設置された棚で，稚貝が付いたホタテ貝を抑制棚に移動することでカキの成長を抑制
して出荷時期を調整し，また，環境適応力のある強健なカキを生産することができる。

※農業関係の（　　）内の数値は，同項目の合計に占める割合を示す。

被災現場（黒瀬川河口・8/8撮影）被災現場（天応西条2丁目・7/25撮影）

被災現場（安浦町市原地区・7/23撮影）

表　農林水産業の被害状況（推計値）

区　分 被害規模 被害額（生産額ベース）

農業関係

水　稲 35.5ha （ 69.1％） 33,500千円 （ 20.8％）
野　菜  6.7ha （ 13.0％） 37,500千円 （ 23.2％）
花　き  0.3ha （  0.6％） 500千円 （  0.3％）
果樹等  8.9ha （ 17.3％） 81,025千円 （ 50.2％）
畜　産 － （  －  ） 8,838千円 （  5.5％）
合　計 51.4ha （100.0％） 161,363千円 （100.0％）

林業関係 林業経営 － －
水産業関係 カキ抑制棚 338柵 55,500千円
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　今回の豪雨により広島呉道路やＪＲ呉線などの交通インフラや一部の観光施設等が大きな被害
を受け，また，風評被害も重なったことで，本市を訪れる観光客は大幅に減少した。
　特に，災害発生月である７月には，本市の主要な観光施設である大和ミュージアムやてつのく
じら館の来場者数が前年度比で約８割，７月から９月の合計では前年度比で約６割減少した。
　このため，豪雨災害からの復興に向けた本市の元気な姿を全国に発信し，大きく減少した観光
客を再び呼び戻すことが喫緊の課題となった。

③ 観光への影響

中国新聞（平成30年８月20日（月）朝刊）

表　主要な観光施設の入場者数の推移（７月〜９月）

観光施設
7月 8月 9月 7〜９月合計

H29 H30 前年度比 H29 H30 前年度比 H29 H30 前年度比 H29 H30 前年度比

大和ミュージアム 77,586 17,380 ▲77.6% 141,528 55,988 ▲60.4% 75,973 52,248 ▲31.2% 295,087 125,616 ▲57.4%

てつのくじら館 29,256 7,113 ▲75.7% 54,400 21,304 ▲60.8% 27,859 17,273 ▲38.0% 111,515 45,690 ▲59.0%

入船山記念館 1,640 339 ▲79.3% 2,896 1,437 ▲50.4% 2,649 1,823 ▲31.2% 7,185 3,599 ▲49.9%

桂浜温泉館 8,220 2,699 ▲67.2% 10,182 7,387 ▲27.5% 6,208 5,820 ▲6.3% 24,610 15,906 ▲35.4%

松濤園 957 203 ▲78.8% 665 358 ▲46.2% 1,383 941 ▲32.0% 3,005 1,502 ▲50.0%

御手洗休憩所 2,483 334 ▲86.5% 1,932 666 ▲65.5% 1,887 1,038 ▲45.0% 6,302 2,038 ▲67.7%

（単位：人）
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